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１ 研究の動機 

今、マグネシウム燃料電池が注目されている。マグネシウム燃料電池とは、マグネシウムに食 

塩水を加えることで空気中の酸素と結びついて電力を作り出すものだ。そこで、マグネシウム燃 

料電池を使ったマグネシウム燃料電池カーでマグネシウムに加える食塩水の濃度や不織布を変え 

ると、走行距離や走行時間、秒速はどのように変わるのか調べることにした。 

２ 研究の方法 

 (1) 不織布に食塩水を一滴ずつしみこませる。 

(2) 上からマグネシウムシート、不織布、黒色電極の順に重ね

て、マグネシウム燃料電池カーにセットする。 

(3) 赤色のはさみを黒色電極、黒色のはさみをマグネシウムシ

ートにはさむ。 

(4) 実験 1は、マグネシウム燃料電池カーの説明書に書いてあ

る 16％を基準とし、20％、24％、12％、8％、4％とする。

また、実験 2の調べる素材はフェルト、和紙、新聞紙、コッ

トン、高野豆腐、コピー紙、毛糸、模造紙とし、食塩水濃度は 16％とする。 

 (5) マグネシウム燃料電池カーが走るところは、1周が 1ｍで何周走ったかでマグネシウム燃料電

池カーの走行距離を測るとともに走行時間も計る。走行距離と走行時間から秒速を計算する。

秒速は 1000 分の 1を四捨五入する。 

(6) 1滴目から動かないときは、電圧を計って経過を見る。秒速(㎧)、電圧（mV）とする。 

３ 研究の結果と考察 

【実験１】食塩水濃度を変え、マグネシウム燃料電池カ

ーの走行距離や走行時間を、秒速の変化を調べる。 

考察 ○食塩水濃度 16％のときが、1番勢いよくまわっ

た。食塩水濃度が高くなる、低くなるにつれてマ

グネシウム燃料電池カーのまわる勢いがなくな

っていく。 

○食塩水濃度 20％は 1から 5滴目すべて 0.5㎧以

上で、走行距離、走行時間ともに 1 番長かった。 

○食塩水濃度 16％のマグネシウムシートは、他の

マグネシウムシートより形が変わっていて、使う

前のマグネシウムシートより小さくなっている。 

○食塩水濃度 12％の 4 滴目までは食塩水濃度

16％と同じくらいの速さでまわるが、5 滴目から

は最初のほうは勢いが良いが後半からはどんどんゆっくりになっていった。 

○食塩水濃度20％以外は、食塩水の量が多くなるにつれて走行距離が100ｍ以下になった。 
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【実験２】不織布を様々な素材に変えてマグネシウム燃料電池カーの走行距離や走行時間、秒速の              

 変化を調べる。 

考察  ○不織布の代わりの素材が厚みがあると、マグ

ネシウム燃料電池カーは最初のほうは動かない

が、不織布の代わりの素材の厚さがうすいと早

く動き始める。 

○マグネシウム燃料電池カーが動かないときも、

車体を上げるとタイヤが勢いよくまわっていた

ので、電流は流れているがマグネシウム燃料電

池カー自身では動くことのできない大きさの電

流が流れている。 

○毛糸の電圧の大きさで 1 番電圧の大きさが大

きいのは 918mV なので、1000mV 以上の電圧がな

ければマグネシウム燃料電池カー自身で動くこ

とはできない。 

○マグネシウム燃料電池カーが動かないときに、

ジュージューという音とともに水が沸騰するときの小さい泡のようなものがでてきた。 

○こうや豆腐は乾物なので、しみこむまでに時間がかかって動き始めるまでの食塩水の量

が 1番多かった。 

○化粧用コットンと模造紙とこうや豆腐のマグネシウム燃料電池カーが動かなくなった

ときのマグネシウムシートの様子が似ていた。 

４ 研究のまとめ 

○すべての実験の中で食塩水の量が 1番多かったのは、食塩水濃度 16％で 14滴目まで走った。ま 

た、平均秒速が 1番速かったのは、食塩水濃度 20％で 0.63㎧だった。 

○食塩水濃度 16％、20％、24％、のときはとまりそうなくらい遅いときもあったが、食塩水濃度 

12％、８％、４％のときはまわり始めた直後は勢いが良いが、次第に遅くなっていく傾向が見ら 

れた。食塩水濃度12％から16％の間の食塩水濃度は、どちらの特徴に入るのか知りたくなった。 

○食塩水濃度 20％のときと不織布の代わりの素材の模造紙結果が似ていると思った。走行距離や 

走行時間は模造紙のほうが短いが、どちらも走行距離は 100ｍ以上で食塩水量もほぼ同じだった。 

○不織布の代わりの素材の新聞紙やフェルトなどに白い粉のようなものがついていて、この物質 

はどのようなものなのか知りたい。 

○実験２で、素材の厚さが薄くて食塩水がしみ込みやすく食塩水をたくさん含むことができる素 

材は、不織布の代わりの素材に使うことができる。この実験 2の中では新聞紙、コピー紙、和 

紙、模造紙が不織布の代わりに使うことができる。 

○マグネシウムは未来のエネルギーと言われている。マグネシウムは海の中に豊富に含まれてい 

るので埋蔵量は多く、価格も安い。マグネシウムは食塩水を注入しない限り自然放電がなく、

使い終わったマグネシウムは無害なので環境にやさしい。今私たちが作っている電気は、火力

発電でまかなわれている。その火力発電で使う燃料をマグネシウムに変えると環境にやさしい

電気づくりができる。私はマグネシウムを使って車を動かしたり、電気をつくれる社会が早く

実現してほしいと思う。 

実験２の結果 


